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世界文学全集の定番で、過去の映画化は１８回。そんなヒロインにキャリ

ー・ジョージ・フクナガ監督が新しい息吹を！ジェーンは『風と共に去りぬ』

のスカーレット・オハラほど美人ではないが、強い意思を秘めた前向きの女性。 

広大な田園風景の中で展開される２人の男性を巡るストーリーは、単なる恋

愛物語を超えたダイナミックな広がりがある。それをタップリ楽しみつつ、ち

ょっと意外なそして感動的なフィナーレを味わおう。 

─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── 

■□■世界文学全集上の位置づけは？■□■ 

 イギリスのブロンテ姉妹の姉シャーロット・ブロンテが１８４７年に書いた『ジェーン・

エア』と、妹エミリー・ブロンテが書いた『嵐が丘』は世界文学全集の定番で、私は小学

生時代に読んだ。しかし、その主人公（ヒロイン）は、両者ともマーガレット・ミッチェ

ルの『風と共に去りぬ』のような「激動の時代の中で強く生きる美しい女性」ではなく、

１８～１９世紀のイギリスの貴族社会の中での恋愛物語のヒロインだから、男の子向けの

文学ではないことは明らかで、正直あまり印象に残っていなかった。それよりは、スタン

ダールの『赤と黒』やトルストイの『戦争と平和』『アンナ・カレーニナ』、ドストエフス

キーの『罪と罰』『カラマーゾフの兄弟』などの方が圧倒的に強く印象に残ったものだ。 

 しかし、『ジェーン・エア』も『嵐が丘』も全世界的に読み継がれている名作中の名作だ

けに過去何度も映画化されている。『ジェーン・エア』は既に１８作品が映画化（テレビで

は９作品）されているが、今回は『闇の列車、光の旅』（０９年）（『シネマルーム２５』１

７４頁参照）で一躍有名になったキャリー・ジョージ・フクナガ監督が１９度目の映画化

を。ブロンテ姉妹より少し後のイギリスの女流作家ジェーン・オースティンは、キーラ・
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ナイトレイ主演の『プライドと偏見』（０５年）（『シネマルーム１０』１９８頁参照）の大

ヒット等によって最近の若者にも浸透してきたが、さてシャーロット・ブロンテは？ 

■□■ジェーンの人生はここから・・・■□■ 

映画冒頭、暴風雨の中を１人さまよい歩くジェーン・エア（ミア・ワシコウスカ）の姿

が映し出される。息も絶え絶えにたどり着いたのは、妹のダイアナ（ホリデイ・グレイン

ジャー）とメアリー（タムジン・マーチャント）と共に暮らしている牧師のセント・ジョ

ン・リバース（ジェイミー・ベル）の屋敷。ジェーンは、なぜ今こんな状況に？キャリー・

ジョージ・フクナガ監督はまずこんな冒頭シーンを提示した後、一転してストーリーを昔

の時代に戻す「フラッシュバック」という手法で不遇な少女時代のジェーンを描き出して

いく。 

 孤児だったジェーンは叔母さんのリード夫人（サリー・ホーキンス）に育てられたが、

このリード叔母さんは意地悪で極端にジェーンのことを嫌っていたから大変。シャーロッ

ト自身が通っていたコウエン・ブリッジ・スクールをモデルにしたと言われているローウ

ッド校に送られたジェーンは無二の親友ヘレン・バーンズと出会うが、結核のためにヘレ

ンは死亡。このストーリーはコウエン・ブリッジ・スクールの衛生状態の悪さのために、

実の姉マライアとエリザベスを結核で失ったシャーロットの体験にもとづいているから、

いくら産業革命を世界で最初に成し遂げたイギリスでも、あの時代を生き抜くことは大変。

また、今でも就職難だが、あの当時のイギリスでは女性の社会進出など考えられなかった

から、「自立」を目指す卒業後のジェーンにローウッド校の教師という職が見つかったのは

ラッキー。そして、その２年後、ジェーンはソーンフィールド館へ。その館の主である大

金持ちの貴族エドワード・フェアファックス・ロチェスター（マイケル・ファスベンダー）

が後見人となっている少女アデールの家庭教師になったことから、ジェーンの新たな人生

が開けていくことに。 

■□■テーマは「女性の自立」だが・・・■□■ 

 『風と共に去りぬ』のスカーレット・オハラと異なり、ジェーンはあまり美人ではなか

ったらしい。そんな前提でキャスティングされた（？）ミア・ワシコウスカ演ずるジェー

ンはたしかに美人とはいえない（？）が、意思の力はかなり強そう。 

 ソーンフィールド館の主はロチェスターだが、ロチェスターは留守が多く、ソーンフィ

ールド館を取り仕切っているのは家政婦のフェアファックス夫人（ジュディ・デンチ）。ジ

ェーンがロチェスターとはじめて出会ったのは最悪のシチュエーションだったし、横柄で

気難しいロチェスターと、一介の家庭教師に過ぎないジェーンとの会話を聞いていると、

すべて直球で変化球がないから、この２人は永久に仲良くなれそうもない。誰しもそう思

うのだが、最初のそんな設定から次第に２人を心惹かれていく関係にしていくのが作家の

手腕。シャーロットが描く、自立を目指す女性ジェーンは、自分でも気づかないうちに次

第にロチェスターの興味を集めていたらしい。 

 それにしても、『嵐が丘』同様ブロンテ姉妹が描く屋敷の中は、どこか不気味なところが
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ある。時々聞こえてくる「あの音」は一体ナニ？しかして、ある日の真夜中、不穏な物音

に目を覚ましたジェーンが胸騒ぎを覚えてロチェスターの部屋に入ってみると、カーテン

に火が。このままではお屋敷は火事に！ジェーンは必死に火を消したが、ロチェスターは

なぜ火事の原因を深く追及しないの？本作のテーマは「女性の自立」だが、今と違ってあ

の時代でのそれは大変なこと。さあ、あまり美人ではないが意思力の強いジェーンは、こ

んな秘密ありげなソーンフィールド館の中でいかなる生き方を？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■□■身分違いの恋の行方は？■□■ 

 シャーロット・ブロンテが『ジェーン・エア』を書いた１８４７年当時の日本はまだ明

治維新前だから、大名や公家は２号さん３号さんを持てていたが、一夫一婦制を前提とす

る近代民法は当然「重婚」を禁止！しかし、警察の手がなかなか貴族まで及ばないとすれ

ば、事実上の重婚はあり？ 

 シャーロット・ブロンテは一方ではロチェスターとジェーンとの身分違いの恋を少しず

つ成就させていきながら、他方でロチェスターが何を苦悩しているのか、何に縛られてい

るのか、を少しずつ明らかにしていく。そして、結婚式というピークの日にウェディング

ドレスを着たジェーンに明かされる秘密が、「実はロチェスターには妻がいた」というショ

ッキングな事実だから、このとんでもない構想が当時の小説の常識を大きく超えていたの

は当然。精神病を患っている妻をロチェスターが精神病院に隔離せず、屋敷の中の部屋に

監禁状態にしていたのはなぜ？ジェーンに結婚を申し込む時にも、その事実を隠していた

のはなぜ？大金持ちの貴族は、そこまで自分勝手なことが許されるの？そんな疑問が次々
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と湧いてくるが、ウェディングの日にそんな重大な秘密を明かされたジェーンは、さてこ

こでいかなる決断を？ 

■□■このフィナーレがあるからこそ、世界文学全集に！■□■ 

 全体のストーリーとしては、ソーンフィールド館における紆余曲折を経た後に本作冒頭

のシーンにたどりつくわけだが、ここでもジェーンはセント・ジョンと２人の妹に優しく

迎え入れられたから、やはりジェーンはもともと人を引きつける魅力を持っていたのだろ

う。そして、ここでも牧師としてインドに行くことを決意したセント・ジョンから「妻と

して同行してほしい」と求婚されるわけだが、それに対するジェーンの回答は？ 

 ここで注目しなければならないことが２つある。その第１は求婚の時点で、ジェーンは

セント・ジョンとその妹たちと従兄弟であることが判明していること。これは法的な意味

での結婚障害事由ではないらしいが、それは別としてジェーンの対応は？第２は求婚の少

し後の話だが、突然ジェーンが莫大な遺産の相続人になったことが明らかにされること。

普通なら突然そんな立場になれば、有頂天になるものだが、さてジェーンは？ 

 本作のフィナーレは世界文学全集を読んだ人なら誰でも知っているものだが、小説を読

まずに映画だけを観ている人はなかなか予想できないはず。セント・ジョンから求婚され

たうえ莫大な遺産の相続人となったジェーンにこんなラストを用意したからこそ、シャー

ロット・ブロンテの小説は世界文学全集として長く読み継がれてきたわけだ。さあ、そん

な感動的なフィナーレは、あなたの目でじっくりと。 

   ２０１２（平成２４）年４月１７日記 

子は高収入だが、母親は生活保護？そんなバカな！ 

１）ジェーン・エアは自立を目指す女性

だったが、日本では生活保護の受給者が

２１０万人となり過去最多を更新中。給

付総額も３．７兆円だ。とりわけ大阪は

突出しているから、困ったものだ。 

２）そんな中、４月１２日発売の『女性

セブン』は、推定年収５千万円の人気お

笑いコンビ「次長課長」の河本準一氏の

母親が生活保護を受けていることを暴

露。母親への扶養義務を果たさないのは

問題だと指摘した。 

３）河本氏は４月２５日の記者会見で、

①受給は無名時代の１５年ほど前から、

②４月には母親本人が受給を辞退、③今 

後その一部を返還すると述べ、収入が多

くなった後も保護を受け続けていた事を

謝罪した。これでは世も末だが、これを

機に親族側に扶養が困難な理由を証明す

る義務を課す法改正が不可欠だ。 

４）島田洋七の原作を映画化した『佐賀

のがばいばあちゃん』（０６年）のモット

ーも自立だったはず。子供の高収入に頼

らず税金をアテにする母親も母親なら、

５千万円もの年収がありながら、母親を

扶養しない息子も息子。がばいばあちゃ

んやジェーン・エアから、女性の自立を

しっかり学びたい。 

２０１２（平成２４）年５月２６日記 
 


